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棚田サミットの30年

　
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
、
今
年
の
大
分
県
別
府
市
で
30
回
を
迎
え

ま
す
。棚
田
保
全
運
動
の
象
徴
と
も
い
え
る
全
国
棚
田（
千
枚
田
）

サ
ミ
ッ
ト
。
主
催
し
て
き
た
の
は
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
連
絡

協
議
会
で
す
。
会
長
と
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
選
定
な
ど
に
尽

力
し
て
き
た
中
島
峰
広
が
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す
。

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
30
年

特
集

　

全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
て
30
年
、

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
も
30
回
目
の
開
催
と
な
る
節
目
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
棚
田
を
守
り
、
育
て
、
次
世
代
へ

と
つ
な
ぐ
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
全
国
の
皆
様
に
、
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
、
棚
田
を
有
す
る
市
町
村
や
団
体
及
び
個

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
１
９
９
５
年
（
平
成

７
年
）
に
設
立
し
、
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
や
国
へ
の
要

望
活
動
な
ど
を
通
じ
て
棚
田
保
全
の
道
を
切
り
拓
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
国
で
は
日
本
の
棚
田
百
選
の
認
定
や
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
創
設
な
ど
様
々
な
動
き
が
あ
り

ま
し
た
が
、
一
番
大
き
な
出
来
事
と
言
え
ば
、
令
和
元
年

に
棚
田
地
域
振
興
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
「
棚
田
は
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ

る
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
棚
田
を
守
る
我
々
に

と
っ
て
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、
関
連
施
策
の
実
施
に
よ

り
保
全
活
動
へ
の
機
運
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
法
の
成

立
に
向
け
心
血
を
注
い
で
い
た
だ
い
た
棚
田
振
興
議
員
連

盟
や
関
係
省
庁
の
皆
様
方
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上

全
国
棚
田（
千
枚
田
）連
絡
協
議
会
30
周
年
に
寄
せ
て

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
棚
田
地
域
振
興
法
は
今
年
改
正
・
延
長
さ
れ
、

新
た
に
移
住
・
定
住
及
び
二
拠
点
居
住
の
促
進
や
都
市
と

棚
田
地
域
の
交
流
の
促
進
等
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
棚
田
地
域
を
含
む
中
山
間
地
域
は
担
い
手
の
確
保
が

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
く
中
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
深

め
、
関
係
人
口
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
も
棚
田
の
保
全
に

は
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
り
、
当
協
議
会
と
し
ま
し
て
も

国
の
支
援
等
を
継
続
し
て
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

棚
田
は
、
日
本
の
原
風
景
で
あ
り
、
地
域
の
文
化
や
暮

ら
し
を
映
す
鏡
で
も
あ
り
ま
す
。
急
峻
な
地
形
に
刻
ま
れ

た
美
し
い
曲
線
は
、
先
人
た
ち
の
知
恵
と
努
力
の
結
晶
で

あ
り
、
私
た
ち
に
自
然
と
の
共
生
の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
希
少
な
生
き
物
の
宝
庫
で
あ
り
、

伝
統
文
化
の
継
承
、
国
土
保
全
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
当
協
議
会
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
棚
田
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
を
越
え
て

連
携
し
、
次
の
世
代
へ
希
望
を
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
連
絡
協
議
会

会
長
（
上
田
市
長
）
土
屋　

陽
一

第14回長崎市・大中尾の棚田第28回那智勝浦町・小阪の棚田

1：第１回梼原町・総会／ 2：第５回紀和町・交流会／ 3：第８回鴨川市・分科会／ 4：第10回相知町・現地見学会／ 5：第12回日南市・閉会式
6：第16回松崎町・事例発表／ 7：第18回山都町・オープニング／ 8：第19回有田川町・マグロ解体ショー／ 9：第21回玄海町・交流会

10：第22回佐渡市・Ｕ30分科会／ 11：第25回長門市・“自主”分科会／ 12：第29回上田市・開会式
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全国棚田（千枚田）サミット
開催地一覧 ［ 第1回 ～第30回 ］

※自治体名は開催当時

1

高知県檮原町
平成7年（1995） 

第1回

2

佐賀県西有田町
平成8年（1996）  

第2回

3

長野県更埴市
平成9年（1997）    

第3回

4

新潟県安塚町
平成10年（1998）    

第4回

5

三重県紀和町
平成11年（1999）    

第5回6

福岡県浮羽町•星野村
平成12年（2000）

第6回

7

石川県輪島市
平成13年（2001）

第7回

8

千葉県鴨川市
平成14年（2002）

第8回

9

岐阜県恵那市
平成15年（2003）

第9回

10

佐賀県相知町
平成16年（2004）

第10回

11

愛知県鳳来町
平成17年（2005）

第11回

12

宮崎県日南市
平成18年（2006）

第12回

13

栃木県茂木町
平成19年（2007）

第13回

14

長崎県長崎市•雲仙市
平成20年（2008）

第14回

15

新潟県十日町市
平成21年（2009）

第15回

16

静岡県松崎町
平成22年（2010）  

第16回17

德島県上勝町
平成23年（2011）    

第17回18

熊本県山都町
平成24年（2012）    

第18回

21

佐賀県玄海町
平成27年（2015）    

第21回

22

新潟県佐渡市
平成28年（2016）    

第22回

29

長野県上田市
令和6年（2024）     

第29回

31
静岡県浜松市
令和8年（2026） 予定

第31回

23

長崎県波佐見町
平成29年（2017）    

第23回

24

長野県小谷村
平成30年（2018）    

第24回

25

山口県長門市
令和元年（2019）      

第25回

26

山形県大蔵村
令和3年（2021）     

第26回

27

滋賀県高島市
令和4年（2022）     

第27回

28

和歌山県那智勝浦町
令和5年（2023）     

第28回19

和歌山県有田川町
平成25年（2013）    

第19回

20

山形県上山市
平成26年（2014）    

第20回

30

大分県別府市
令和7年（2025）     

第30回

45

棚田サミットの30年
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棚
田
サ
ミ
ッ
ト
は
、
司
馬
遼
太
郎
に
始
ま
る
と
い
っ
て
よ

い
。
司
馬
は
、
取
材
を
か
ね
同
期
兵
と
の
会
合
に
出
席
す
る

た
め
高
知
を
訪
ね
た
折
、
宴
席
で
梼ゆ

す

原は
ら

に
あ
る
神か

ん

在ざ
い

居こ

の
棚

田
に
つ
い
て
「
中
国
の
万
里
の
長
城
」
に
比
す
べ
き
遺
産
で

あ
る
と
絶
賛
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
梼
原
町
長
の
中
越
準
一

は
棚
田
で
町
お
こ
し
が
で
き
る
と
確
信
、
1
9
9
2
年
に
神

在
居
を
舞
台
に
し
て
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
」
を
立
ち
上
げ
、

1
9
9
5
年
に
は
、
基
調
講
演
・
事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
内
容
と
す
る
第
1
回
「
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ

ト
」
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
サ
ミ
ッ
ト
は
「
全
国
棚
田
連
絡
協
議
会
」
に
所

属
す
る
市
町
村
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
2
回
佐

賀
県
有
田
町
か
ら
第
7
回
石
川
県
輪
島
市
ま
で
は
木
村
尚
三

郎
、
今
村
奈
良
臣
、
富
山
和
子
な
ど
の
高
名
な
学
者
や
浜
美

枝
、
岸
ユ
キ
、
坂
田
明
、
柳
生
博
、
立
松
和
平
な
ど
の
タ
レ

ン
ト
に
よ
る
特
別
・
記
念
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
た
。

　

画
期
的
だ
っ
た
の
が
千
葉
県
鴨
川
市
で
開
か
れ
た
第
8
回

サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。
開
催
に
当
た
り
、N
P
O
法
人
棚
田
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
企
画
段
階
か
ら
全
面
的
に
協
力
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
有
名
人
を
招
く
金
の
か
か
る
サ
ミ
ッ
ト
を
排
し
、
堂

本
暁
子
千
葉
県
知
事
の
記
念
講
演
と
、
筆
者
を
は
じ
め
と
し

て
東
京
農
工
大
学
教
授
千
賀
裕
太
郎
、
宇
都
宮
大
学
教
授
水

谷
正
一
、
信
州
大
学
教
授
木
村
和
弘
、
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
会
元
会
長
岸
康
彦
、
東
京
学
芸
大
学
教
授
小
泉
武
栄
、

農
と
自
然
の
研
究
所
代
表
宇
根
豊
な
ど
10
人
の
第
一
線
級
の

研
究
者
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
す
る
分
科
会
を
中
心
と
す

る
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
。

　

続
く
第
9
～
11
回
ま
で
の
岐
阜
県
恵
那
市
、
佐
賀
県
唐
津

市
、
愛
知
県
新
城
市
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
分
科
会
の
数
が
4
～

６
に
減
っ
た
も
の
の
内
容
は
鴨
川
サ
ミ
ッ
ト
を
踏
襲
す
る
も

の
で
あ
り
、
大
分
県
竹
田
市
九
重
野
地
区
担
い
手
育
成
推
進

協
議
会
会
長
後
藤
生
也
、
佐
賀
県
知
事
古
川
康
、
東
大
名
誉

教
授
木
村
尚
三
郎
な
ど
を
演
者
と
す
る
基
調
・
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
。　

　

第
11
回
か
ら
第
12
回
に
至
る
頃
は
、
サ
ミ
ッ
ト
が
存
続
の

危
機
に
直
面
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
第
12
回
日
南
市
の
サ
ミ
ッ

ト
自
体
は
支
出
額
1
1
3
8
万
円
の
節
約
型
で
、
鴨
川
市
大

山
千
枚
田
を
は
じ
め
と
す
る
４
か
所
の
基
調
報
告
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
よ
り

深
刻
な
問
題
は
平
成
の
大
合
併
を
控
え
、
次
期
開
催
地
の
市

町
村
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
理
事
会
で
は
、
終
わ

り
に
す
る
か
存
続
す
る
か
の
議
論
が
行
わ
れ
、
存
続
が
決
ま
っ

た
。
し
か
し
具
体
的
な
方
策
は
な
く
、
誰
か
が
各
市
町
村
を

訪
ね
開
催
を
お
願
い
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
の
役
を
個
人
会
員
の
理
事
で
あ
る
私
が
担
う
こ
と
に
な
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

第
13
回
栃
木
県
茂も

て

木ぎ

町
は
、
私
が
訪
ね
お
願
い
し
た
最
初

の
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
町
長
の
独
断
専
行
に
よ
り
一
旦
決

ま
っ
た
委
員
会
の
決
定
が
覆
さ
れ
、
県
知
事
の
基
調
講
演
と

事
例
発
表
、
県
内
市
町
村
の
宣
伝
紹
介
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

第
14
回
サ
ミ
ッ
ト
は
長
崎
市
と
雲
仙
市
の
共
同
開
催
で
基
調

講
演
と
５
つ
の
分
科
会
の
ほ
か
あ
ら
た
に
首
長
会
議
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
第
15
回
新
潟
県
十
日
町
市

と
第
16
回
静
岡
県
松
崎
町
の
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
。
松
崎

町
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
舞
台
と
な
る
石い

し

部ぶ

の
棚
田
が
耕
作
放
棄

率
の
高
さ
か
ら
百
選
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
因
縁
が
あ
り
、
集

落
の
説
明
会
に
2
度
も
出
か
け
て
行
き
説
得
、
開
催
と
な
っ

た
も
の
。
川
勝
知
事
の
基
調
講
演
と
棚
田
学
会
設
立
時
の
仲

間
、
篠
原
孝
農
林
副
大
臣
の
出
席
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

第
17
回
徳
島
県
上か

み

勝か
つ

町
サ
ミ
ッ
ト
は
人
口
わ
ず
か

2
3
0
0
人
の
町
で
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
18
回

熊
本
県
山
都
町
サ
ミ
ッ
ト
同
様
、
県
知
事
あ
る
い
は
地
元
大

学
教
授
の
基
調
講
演
と
4
～
5
分
科
会
・
首
長
会
議
を
内
容

と
し
、
他
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
19
回

和
歌
山
県
有あ

り

田だ

川が
わ

町
サ
ミ
ッ
ト
は
、
町
長
自
ら
が
開
催
を
申

し
出
た
唯
一
の
事
例
で
あ
り
、
従
来
の
内
容
に
加
え
、
こ
の

時
か
ら
私
が
司
会
す
る
棚
田
保
存
会
意
見
交
換
会
（
棚
田
の

ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
が
始
ま
っ
た
。
第
20
回
か
ら

23
回
の
山
形
県
上か

み
の
や
ま山
市
、
佐
賀
県
玄
海
町
、
新
潟
県
佐
渡
市
、

長
崎
県
波
佐
見
町
の
サ
ミ
ッ
ト
も
従
来
通
り
基
調
講
演
・
分

科
会
・
首
長
会
議
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
14

回
か
ら
10
年
間
続
い
た
首
長
会
議
は
出
席
者
の
減
少
に
よ
り

第
23
回
で
終
了
し
た
。

　

第
24
回
長
野
県
小お

た
り谷
村
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
基
調
講
演
に
代

わ
り
事
例
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
鴨
川
に
次
ぐ
８

つ
の
分
科
会
が
設
け
ら
れ
て
賑
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
第
25
回
山
口
県
長
門
市
の
サ
ミ
ッ
ト
は
基
調
講

演
と
事
例
発
表
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
っ
た
が
、

分
科
会
は
３
つ
の
み
、「
ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
は
自

主
開
催
と
い
う
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
。
2
0
2
0
年
山
形

県
大
蔵
村
の
第
26
回
開
催
予
定
の
サ
ミ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で

翌
年
に
延
期
さ
れ
た
が
中
止
と
な
り
、
紙
上
開
催
と
い
う
気

の
毒
な
結
果
に
な
っ
た
。
私
の
立
場
を
最
も
良
く
理
解
し
て

く
れ
た
加
藤
村
長
さ
ん
だ
っ
た
だ
け
に
断
腸
の
思
い
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
後
の
第
27
回
滋
賀
県
高
島
市
、
第
28
回
和
歌
山

県
那
智
勝
浦
町
、
第
29
回
長
野
県
上
田
市
サ
ミ
ッ
ト
は
基
調

講
演
の
ほ
か
3
分
科
会
と
「
ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

が
実
施
さ
れ
た

　

こ
の
よ
う
に
、
30
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
第
８
回
鴨
川
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
一
つ
の
開
催
ス
タ

イ
ル
の
提
示
、
ま
た
継
続
に
お
い
て
は
開
催
地
選
定
委
員
会

の
果
た
し
た
役
割
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

「
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
」を

顧
み
る

棚田サミットの30年

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

N
P
O
法
人
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名
誉
代
表

棚
田
連
絡
協
議
会
個
人
会
員
理
事

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
選
定
委
員
会
委
員
長

中
島
峰
広



1：こんにゃくづくり／ 2：ふれあい朝市／ 3：しめ縄づくり
4：西山神社のなすび祭り
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西山棚田

伊賀上野

422

138

163

JR 関
西本
線

名阪国道
上野 IC

上野市
伊
賀
鉄
道

三重県  伊賀市

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】	 伊賀鉄道・上野市駅前から

三重交通バス42番乗場より
25分のバス停「西山」下車
すぐ 

【自 動 車】 	 名阪国道・上野ICより国道
422号を北上し国道163
号、県道138号経由で棚田
に至る。ICから9㎞

■ お問い合わせ
伊賀市産業農林部農林振興課 
Tel. 0595-22-9713 

　

西
山
地
区
は
、
三
重
県
伊
賀
市
の
北
西

端
、
信
楽
山
地
の
高
旗
山
南
面
中
腹
の
丘

陵
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
集
落
に
流
れ

る
西
出
川
は
一
級
河
川
で
、
木
津
川
を
経

て
大
阪
の
淀
川
か
ら
大
阪
湾
へ
と
流
れ
て

い
ま
す
。

　

歴
史
的
な
背
景
を
述
べ
る
と
、
昭
和
28

年
に
発
生
し
た
山
津
浪
に
よ
る
被
害
と

台
風
13
号
に
よ
る
二
次
被
害
を
総
称
し
た

「
二
八
災
害
」（
一
般
的
に
は
東
近
畿
大
水

害
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
で
は
、
棚
田

を
ほ
と
ん
ど
喪
失
し
ま
し
た
（
約
90
％
）。

何
よ
り
14
名
の
人
命
が
失
わ
れ
、
泥
水
や

巨
岩
、
流
木
に
阻
ま
れ
、
身
動
き
が
取
れ

な
い
と
い
う
困
難
な
状
況
を
経
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
賀
地
域

内
外
か
ら
の
ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
牛

や
馬
で
土
砂
を
運
び
、
小
中
学
生
が
集
め

た
こ
ぶ
し
大
の
石
を
石
工
が
積
み
上
げ
る

な
ど
、
先
人
た
ち
が
懸
命
に
復
興
し
た
結

果
、
現
在
の
西
山
の
棚
田
が
形
成
さ
れ
ま

し
た
。他
の
地
域
の
棚
田
と
比
較
す
る
と
、

比
較
的
１
筆
ご
と
の
面
積
が
大
き
い
の
で

す
が
、
こ
れ
は
復
興
の
際
に
複
数
の
田
ん

ぼ
を
1
筆
に
し
た
名
残
で
す
。

棚
田
を
活
用
し
た
取
り
組
み

　

西
山
地
区
で
は
、
令
和
5
年
に
西
山
の

棚
田
振
興
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
伊
賀
地

域
の
多
様
な
組
織
と
の
協
働
取
組
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
春
に
は
地

元
企
業
の
上
野
キ
ヤ
ノ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
と

の
棚
田
展
望
公
園
・
散
策
路
の
清
掃
活
動
、

春
と
秋
の
伊
賀
市
立
上
野
北
小
学
校
と

の
棚
田
学
校
、
毎
月
開
催
す
る
か
ら
さ
わ

農
園
と
の
ふ
れ
あ
い
朝
市
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
今
年
か
ら
は
新
た
に
JA
い
が
ふ
る
さ

と
と
の
協
働
取
組
と
し
て
、
棚
田
米
の
作

付
け
巡
回
診
断
な
ど
も
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
美
し
い

遺
産「
西
山
の
棚
田
」を
“
未
来
・
次
世
代
”

に
伝
え
る
た
め
に
、
今
後
も
多
様
な
組
織

と
の
連
携
を
強
化
し
、
西
山
地
区
に
と
ど

ま
ら
な
い
自
然
と
融
合
し
た
心
豊
か
な
伊

賀
地
域
の
形
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

棚
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て

　

一
般
の
方
で
も
想
像
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
、
棚
田
を
維
持
・
管
理
す
る
に
は
非

常
に
多
く
の
労
力
が
必
要
で
す
。
平
地
の

田
に
比
べ
て
小
区
画
か
つ
不
整
形
で
、
急

な
傾
斜
が
あ
る
た
め
、
大
変
な
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
そ
の
労
力
に
見
合
っ
た
収

量
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は
担
い
手
が
減
少
し
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
美
し
い
棚
田
は
消
え
て
し

ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
棚
田
は
単
に
お
米
を
作
る
だ

け
で
は
な
く
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
の

価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。
高
低
差
が
あ
る

こ
と
で
、
美
し
い
景
色
を
一
望
で
き
、
寒

暖
差
が
生
ま
れ
て
、
お
い
し
い
棚
田
米
を

生
産
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
山
か
ら
の
清

ら
か
な
水
や
伊
賀
地
域
特
有
の
重
粘
土
質

の
土
壌
な
ど
、
お
い
し
い
お
米
が
育
つ
条

件
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
棚
田
は
豊

か
な
多
面
的
機
能
を
持
ち
、
都
市
部
へ
恵

み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
お
い
し
い
棚
田
米
を
都
市
部
の
方
々

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
棚
田
米
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
通
じ
て
営
農
環
境
の
改
善
を
図

る
こ
と
で
、
担
い
手
が
安
心
し
て
農
業
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
み
ん

な
の
宝
で
あ
る
棚
田
を
何
と
か
残
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
者
と
女
性
に
よ
る

新
た
な
地
域
社
会
の
形
成

　

西
山
地
区
の
人
口
は
明
治
期
以
降
、
減

少
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
が
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
難
い
こ
と
に
、
少

し
ず
つ
で
す
が
移
住
者
も
現
れ
て
い
ま
す

の
で
、
情
報
発
信
や
移
住
者
へ
の
支
援
を

通
じ
て
さ
ら
な
る
移
住
者
の
誘
致
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
女
性

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
地
場
産
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
が
行
わ
れ
、
共
同
農
園
で
原
料
と
な
る

芋
栽
培
も
試
行
し
て
い
る
ほ
か
、
か
ら
さ

わ
農
園
の
園
主
で
、
移
住
者
で
も
あ
る
唐

澤
氏
の
地
域
に
根
づ
い
た
活
躍
な
ど
、
女

性
陣
に
よ
る
力
強
い
地
域
活
性
化
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
移
住
者
と
女
性
に
よ

る
さ
ら
な
る
活
躍
を
実
現
す
る
た
め
の
支

援
・
体
制
づ
く
り
を
実
施
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
グ
ル
ー
プ
が
作
っ
た
こ
ん
に
ゃ
く

は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
で
販
売
（
11
月
か
ら

５
月
ま
で
の
期
間
限
定
）
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
美
し
い
自
慢
の
棚
田
を
ご
覧
に
な
る

つ
い
で
に
、
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

（
西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会  

重
倉
純
男
）

西
山
の
棚
田
～
先
人
が
復
興
し
た
美
し
き
遺
産

1：西山の棚田全景／ 2：「二八災害」で大きな被害を受けた棚田／ 3：棚田学校／ 4：棚田学校の稲刈り
3 4

棚
田
・
里
山

か
ら
の

た
よ
り
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5

三
重
県
伊
賀
市
西
山
地
区4



棚田酒の25年
　信州千曲・姨捨の棚田にちなみ、長野銘醸が「棚田」の商標を取得したのが25年前の
2000年。近江高島では2002年から棚田産コシヒカリを醸した純米吟醸「里山」、奥出雲で
は2005年に「棚田五百万石」と、この頃は棚田保全を意識したお酒が多数生まれた時期だっ
たようで、棚田サミットに準ずる棚田保全の歴史とも連動している。「醸造するすべての酒は地
元の棚田産米である」という土佐・桂月などは、創業当時の明治10年から棚田酒を醸し続け
ている。
　棚田酒は生まれては消えつつ、その銘柄数は増加傾向だ。この25年の中で洗練されたハイ
エンドなお酒としての棚田酒が続々生み出されている事は注目に値する。長岡の越銘醸では
蔵人と酒販店が稲作を担う。令和の米騒動の最中、酒米の高騰を受
けての醸造年度を迎えるが、自ら棚田での酒米の耕作に取り組むこ
とで品質を高めてきたこうした酒蔵では影響も少なく、むしろブラン
ド力を上げていく事だろう。一般参加者を酒米オーナーとしてオリジ
ナル棚田酒を醸している地域も然り。
　冒頭で紹介した千曲の元祖「棚田」酒。今は棚田の魅力を前面に
出したラベルデザインにリニューアルし、季節限定酒を豊富に展開
するプレミアム銘柄として人気を集めている。「飲みたいから棚田を
守る」人が増えれば…令和の騒動も、人と棚田が近づくきっかけにな
ればと願う。

書き手：
大久保芳洋

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

太田左恵子 おおた  さえこ

● 略歴
1967年福島県の絹織物産地生まれ、桑畑と
棚田に囲まれて育つ。実家は絹織物製造業。

福島県二本松市の大七酒造に嫁ぎ、西谷棚田に出会う。「棚田
再生仕掛け人」となり休耕田の復活にいそしむ。現在、西谷棚田
保全会会員、二本松市教育委員、二本松商工会議所女性会副
会長、福島県森林の未来を考える懇談会委員
● 著書
2023年：随筆『左恵子の随筆』福島県文学賞奨励賞を受賞
2025年：写真集『西谷棚田を守る人々～その出会いから、私は
農業の偉大さを知りました～』 （Ｂ５版変型160ページ）
発行所：大七酒造株式会社文化事業部
農業文化の伝承へのガイドブックであり必読の写真集

写
真
・
文

太
田  

左
恵
子

　小
さ
な
棚
田
ゆ
え
の
大
変
さ
に
、
休
耕

田
が
増
え
た
西
谷
棚
田
。
私
達
が
そ
の
復

活
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
ほ
ん
の
2
年
前

の
こ
と
で
し
た
。

　手
探
り
で
始
ま
っ
た
休
耕
田
の
復
活
に
、

仲
間
が
増
え
、
や
が
て
西
谷
棚
田
軍
団
が

結
成
さ
れ
、
小
さ
く
て
も
耕
作
枚
数
は
、

3
年
前
の
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。

　西
谷
棚
田
軍
団
は
、
昨
年
か
ら
酒
米
作

り
に
も
挑
戦
。
そ
し
て
今
年
は
な
ん
と
、

30
年
間
眠
り
続
け
た
休
耕
田
の
復
活
も
。

　30
年
の
壁
は
厚
く
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
は
立

ち
往
生
、
鍬
を
並
べ
て
人
力
で
掘
り
返
し
。

今
、
眠
り
か
ら
覚
め
た
田
ん
ぼ
を
眺
め
れ

ば
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　さ
あ
、
い
よ
い
よ
西
谷
棚
田
の
酒
米
で

造
っ
た
お
酒
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
よ

み
が
え
る
西
谷
棚
田
か
ら
生
ま
れ
た
お
酒

は
、
努
力
と
希
望
の
結
晶
。
み
ん
な
の
笑

顔
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　田
ん
ぼ
は
道
連
れ
、
世
は
情
け
。
皆
さ

ん
も
、
西
谷
棚
田
の
お
酒
は
い
か
が
で
す

か
〜

復活した田んぼで酒米の山田錦。手作りにこだわる昔懐かしい田んぼです

あの美しい景色をもう一度。休耕田と格闘する西谷棚田軍団

よ
み
が
え
る

　 

西
谷
棚
田

み
ち  

づ

よ

な
さ

1011

里
山
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
く
！？

　春
に
な
る
と
本
州
か
ら
九
州
に
飛
来
す
る
サ
シ

バ
と
い
う
猛
禽
類
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

多
く

の
地
域
で
は
田
ん
ぼ
と
雑
木
林
が
隣
り
合
う
よ
う

な
、い
わ
ゆ
る
里
山
に
飛
来
し
て
子
育
て
し
ま
す
。

鳴
き
声
が
と
て
も
特
徴
的
で「
ピ
ッ
ク
イ
ー
」と
響
く
声
が
分
か
る
よ
う
に
な
れ

ば
、姿
が
見
え
な
く
て
も
声
で
そ
の
存
在
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

今
回
は
そ
ん
な
里
山
を
象
徴
す
る
鳥
類
の
ひ
と
つ
、サ
シ
バ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　サ
シ
バ
は
バ
ッ
タ
な
ど
の
昆
虫
類
だ
け
で
な
く
、カ
エ
ル
や
ト
カ
ゲ
な
ど
の
小

動
物
を
食
べ
ま
す
。田
ん
ぼ
や
草
地
、林
な
ど
様
々
な
環
境
を
行
き
来
し
な
が

ら
、巡
る
季
節
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
く
獲
物
や
そ
れ
を
捕
ま
え
る
場
所
を
変

え
ま
す
。こ
う
し
て
里
山
の
環
境
を
最
大
限
に
活
か
し
、多
様
な
生
き
も
の
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
生
き
る
サ
シ
バ
は
、ま
さ
に
生
態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
里
山
の

シ
ン
ボ
ル
と
言
え
ま
す
。

　子
育
て
を
終
え
た
秋
に
な
る
と
、冬
越
し
の
た
め
南
国
に
渡
り
ま
す
。遠
く
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
ま
で
渡
る
個
体
も
知
ら
れ
て
お
り
、お
お
よ
そ
の
渡
り
の
ル
ー
ト
も

解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
壮
大
な
渡
り
は
国
内
各
地
で
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
、私
も
過
去
に
、半
日
で
四
千
羽
も
の
サ
シ
バ
が
他
の
猛
禽
類
と
と
も
に
次
々

に
渡
っ
て
い
く
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
あ
り
、そ
の
感
激
は
今
で
も

鮮
烈
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　渡
り
の
季
節
に
は
、緑
の
多
い
公
園
や
稀
に
都
市
部
の
上
空
な
ど
身
近
な
場

所
で
サ
シ
バ
を
観
察
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。日
に
日
に
夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、

外
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
際
は
、ほ
ん
の
少

し
空
を
見
上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。き
っ
と
み
な
さ
ん
の
近
く
で
も
、秋
空
の
も

と
で
舞
う
サ
シ
バ
の
姿
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

里山の王者といわれるサシバ

文
・
写
真

（
株
）環
境
指
標
生
物

 

町
田 

勇
人

 



読
者
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
声
8
0
0
字
ま
で
、
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
新
宿
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　読
者
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hensyuu@
tanada.or.jp

読
者

読者

読者の声

棚田との出会いと学び

　石川県金沢市

伊藤 若葉

　私の棚田との出会いは、大学２年生のときに

訪れた石川県輪島市の白米千枚田です。能登

の里山里海を学ぶというプログラムの一環で

現地を訪問し、耕作されている方からお話を

聞かせていただきました。私は平野の広がる

茨城県で生まれ育ち、棚田に馴染みがなかっ

たため、小さな一枚一枚の田が幾重にも重

なった棚田と海が調和する景色の美しさに心

を奪われました。一方で、白米千枚田は観光や

オーナー制度で広く知られているのにも関わ

らず、日常的に維持管理をする担い手の後継者

が不足していることを知り、次世代に繋いでい

くことの難しさを感じました。

　さらに再度訪問しお話を伺う中で、棚田に

は非効率な側面もあるものの、その苦労があ

るからこそ、自然の恵みや先人の努力に感謝し

ながら米作りが行われていることを知りまし

た。現代では苦労を省いて効率化していくこと

を良しとする考えが多いなか、苦労を肯定的

に捉えている部分は、自分の価値観にはなく、

深く感銘を受けました。その後、その価値観を

深く知りたいと思い、棚田をはじめ、農業や里

山にも関心を持ち、様々な活動に参加させて

いただきました。そのような経験を通して、改

めて自然や人との繋がりの大切さを実感しま

した。

　現在、大学４年生で、棚田の後継者不足問題

をテーマに卒業研究に取り組んでいます。日常

的に棚田の耕作管理を担う方々に焦点を当

て、担い手となったきっかけや、継続的に関わ

り続けるために必要な環境について調査して

いきたいと考えております。調査のご協力を頂

くかもしれませんが、その際はよろしくお願い

いたします。

池谷棚田 
新潟県十日町市

特定非営利活動法人地域おこし 代表理事 多田 朋孔

　例年行っている田植えイベントに今年は例
年の倍にあたる約60名の方がいらっしゃいま
した。令和の米騒動の影響なのか、例年以
上にお米に対する関心が高まっているように
感じます。棚田を保全するためには、この令
和の米騒動をチャンスと捉え、都会に住む人
たちとより顔の見える関係を作っていく事が必要だと思います。「５kg4000円は高い」という消費者も
いますが、棚田に足を運んで田植え体験などした人は皆さん「お米はこれまでが安すぎた」と言って
くれます。全国各地の棚田で後継者が増えるようなお米の流通体制を作りたいですね。
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明
治
大
学
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部 

棚
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大
学
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行
委
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土
屋  

篤
大

　

移
り
変
わ
り
の
激
し
い
昨
今
、
今
年
も
棚
⽥
環
境
⼤
学
の
季
節
が
き
た
。

　

私
た
ち
の
⽣
活
は
、
無
数
の
「
環
」
に
よ
っ
て
成
り
⽴
っ
て
い
る
。
⾃
然
環
境
、
⼈
間
関
係
、
地
域
社
会
、
そ

し
て
私
た
ち
⾃
⾝
の
内
な
る
世
界
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
環
」
は
互
い
に
影
響
し
合
い
、⽀
え
合
い
、循
環
し
て
成
り
⽴
っ

て
い
る
。
棚
田
環
境
大
学
は
、
そ
ん
な
「
環
」
を
体
現
す
る
。

　

⾃
然
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
⾃
然
と
⼀
つ
に
な
り
、
そ
の
⼤
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
仲
間
と
⼀
緒
に
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
笑
い
合
う
こ
と
で
、
⼈
と
⼈
と
の
絆
も
強
め
ら
れ
る
。
我
々
一
⼈

一
⼈
が
環
境
を
⼤
切
に
し
、他
者
と
の
つ
な
が
り
を
重
ん
じ
、⾃
分
⾃
⾝
と
も
向
き
合
う
こ
と
。
こ
の
３
つ
の
「
環
」

を
⼤
切
に
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
参
加
し
て
い
な
い
遠
く
の
⼈
に
も
「
環
」
を
広
げ
ら
れ
る
。

　
「
環
」
の
よ
う
に
端
、
つ
ま
り
終
わ
り
の
な
い
営
み
を
目
指
し
て
こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

　

今
年
度
の
棚
田
環
境
大
学
は
、
約
1
5
0
人
の
関
東
の
学
生
が
大
山
千
枚
田
に
集
い
、
実
際
に
六
種
類
ご
と
の

農
作
業
を
体
験
し
、
一
人
一
人
が
、
農
に
つ
い
て
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
。
映
像
や
文
章
か
ら
だ
と
他
人
事
と
し

か
感
じ
ら
れ
な
い
農
作
業
や
、
環
境
保
全
だ
が
、
実
際
に
五
感
を
通
し
て
、
自
分

の
体
が
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
具
体
的
な
形
で
農
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
に
は
前
座
に
騎
馬
戦
や
リ
レ
ー
を
添
え
て
本
企
画
の
醍
醐
味
で

あ
る
泥
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
。
ど
の
試
合
も
熱
狂
し
、
互
い
に

声
援
と
泥
を
か
け
合
っ
た
。
最
下
位
決
定
戦
で
は
最
下
位
を
決
め
る
の
に
相
応
し

く
、
そ
の
様
子
は
ま
さ
に
“
泥
試
合
”
で
あ
っ
た
。

　

今
年
度
の
泥
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
制
覇
し
た
の
は
、

法
政
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

　

2
⽇
間
で
学
⽣
が
本
活
動
を
通
し
て
広
義
の
意
味
で
の
⾃
然
を
匂
い
や
視
覚

的
、
も
っ
と
も
肌
で
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
農
や
⾥⼭

の
保
全
に
つ
い
て
の
関
⼼
を

少
し
で
も
抱
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
⾝
を
も
っ
て
得
た
そ
の
き
っ
か
け

を
始
点
に
次
へ
と
繋
げ
「
環
」
の
よ
う
に
終
わ
り
の
な
い
営
み
と
し
て
ま
ず
は
棚

⽥
環
境
学
が
⼤⼭

千
枚
⽥
の
よ
う
に
今
後
も
美
し
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で

お
り
ま
す
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
ワ
ー
ク
を
リ
タ
イ
ア
し
て
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
趣
味
の
一
つ
に
す
る
私
は
町
内
会
の
敬
老

会
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
に
な
っ
て
ウ

オ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
魅
力
的
な
鮮
魚
街
道（
な
ま

道
）を
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
が

自
衛
隊
の
基
地
な
ど
が
有
り
は
っ
き
り
し
な
い
所
が

あ
り
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
鮮
魚
街
道
で
す
が
、
こ
れ
は
銚
子
や
鹿

島
灘
で
捕
れ
た
魚
は
船
で
利
根
川
を
遡
っ
て
関
宿
ま

で
行
き
、
そ
こ
で
江
戸
川
に
入
っ
て
日
本
橋
で
荷
揚

げ
す
る
の
が
普
通
で
し
た
。
こ
れ
で
は
日
数
が
か

か
り
、
又
川
の
水
量
が
減
る
夏
季
に
は
大
型
の
船
が
上
流

迄
航
行
出
来
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

中
流
の
布
佐
で
荷
物
を
馬
に
積
み
替
え
て
陸
路
を
通
っ
て
松

戸
迄
運
ん
で
又
船
に
積
み
替
え
て
日
本
橋
に
運
ぶ
と
云
う

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
輸
送
路
が
考
え
だ
さ
れ
た
訳
で
す
。

　

本
書
を
読
む
と
何
処
を
通
る
か
は
布
佐
の
荷
宿
（
河
岸

問
屋
）
五
軒
と
松
戸
の
河
岸
問
屋
八
人
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
り
色
々
な
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
加
え
て
新
規
参
入
者
が
新
道
を
開
発
し
て
く
る
の
で

決
ま
っ
た
ル
ー
ト
を
確
定
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
す
、
と

言
う
事
で
初
期
の
目
的
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
既

得
権
者
と
新
規
参
入
者
と
の
役
人
を
巻
き
込
ん
だ
利
権
争

い
が
此
の
頃
も
有
っ
た
の
だ
と
言
う
事
が
解
か
り
、
大
変
面

白
く
読
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

松
戸
の
江
戸
時
代
を
知
る〈
５
〉

江
戸
時
代
の
松
戸
河
岸
と
鮮
魚
輸
送

渡辺 尚志 著
発行人：
竹島いわお
1320円（税込）
たけしま出版
2025年4月



第56回

令和7年

誌上添削
添
削
は
今
回
お
や
す
み
で
す

【
次
回
募
集
は
11
月
末
日
】 

新
米
で 

な
く
と
も
嬉
し
き 

備
蓄
米

ス
ズ
ム
シ
の 

声
聞
こ
え
る
も 

暑
き
夜

力
込
め 

祈
願
す
る
昼 

秋
風
鈴

夏
休
み 

終
わ
り
近
き
か 

昼
閑
散

 

豊
島
区

　小
川
順
子 

猛
暑
す
ぎ 

揺
れ
る
す
す
き
に 
赤
と
ん
ぼ

ひ
こ
ば
え
の 

実
る
風
情
に 

い
と
お
し
く

今
い
づ
こ 

秋
刀
魚
の
味
も 

疎
く
な
り

頭
垂
れ 

ひ
と
雨
欲
し
い
と 

夏
の
稲

 

所
沢
市

　上
久
保
郁
夫

風
鈴 

蚊
帳 

火
鉢
な
ど 

昭
和
も
遠
く 

な
り
に
け
り

世
の
中
は 

団
扇
も 

扇
子
も 

電
動
化

百
足
虫 

蠅
蚊 

ゲ
ジ
ゲ
ジ 

知
ら
ぬ 

都
会
の
子

蜻
蛉 

蝶
々 

蝉 

燕
も
雀
も 

今
や
ま
れ

水
な
く
て 

サ
イ
ダ
ー 

あ
け
て 

歯
磨
き
す(

山
登
り)

西
瓜
割
り 

皆
ん
な
で
分
け
た 

幸
せ
よ

ガ
ザ
の
様 

80
年
前
の 

ひ
も
じ
さ
よ

地
震
津
波 

大
雨
山
火
事 T

P
N
S

毒
政 

絶
え
間
な
く

 

調
布
市

　高
木
宏
明

写
）ア
ル
プ
ス
の 

裾
に
秋
の
芽 

棚
田
か
な

朝
顔
の 
命
寿
ぐ 

風
の
中

山
ぶ
ど
う 
そ
の
時
々
の 

姿
愛
で

冴
え
渡
る 
誰
に
伝
え
む 

盆
の
月

比
良
山
の 

裾
野
広
げ
る 

稲
の
花

 

浜
松
市

　一
露

花
火
咲
く 

見
上
げ
て
育
つ 

学
校
田

空
梅
雨
で 

山
の
田
も
ま
た 

ヒ
ビ
割
れ
て

恵
み
雨 

一
息
つ
き
し 

棚
田
か
な

 

新
潟
市

　田
入
絵
人

行
く
夏
を 
い
ま
だ
主
役
の 

備
蓄
米

稲
刈
り
で 

玉
の
汗
出
る 

猛
暑
か
な

渇
水
を 

乗
り
越
え
み
の
る 

稲
穂
か
な

イ
ノ
シ
シ
に 

蹴
散
ら
さ
れ
た
る 

稲
無
残

 

取
手
市

　杉
山
行
男

棚
田
ネ
ッ
ト
ス
タ
ッ
フ
の

つ
・
ぶ
・
や
・
き

今回のつぶやき人
事務局

うっかりネジ

〈
輪
番
制
〉

こ
こ
ち
よ
い
場
所

　「こ
こ
ち
よ
い
場
所
」。
自
分
に
と
っ
て
そ
ん
な
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　「棚
田
」
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
筆
頭
に
来
る
も
の
で
す
が
、
こ
こ
十
年
来
通
っ

て
い
る
三
浦
半
島
や
図
書
館
・
美
術
館
な
ど
も
そ
う
。
少
し
疲
れ
た
時
や
も
や

も
や
と
し
て
い
る
時
、
そ
こ
に
い
る
と
五
感
が
覚
醒
し
て
、
自
分
の
バ
ラ
ン
ス

を
回
復
で
き
る
と
こ
ろ
。
そ
ん
な
場
所
で
し
ょ
う
か
？

　最
近
、
金
沢
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
美
し
い
図
書
館
と
し
て
有
名
な
「
石
川

県
立
図
書
館
」
に
行
っ
て
み
た
。

　金
沢
駅
か
ら
15
分
ほ
ど
バ
ス
に
乗
車
し
た
場
所
に
あ
る
、
2
0
2
2
年
に
で

き
た
ば
か
り
の
新
し
い
図
書
館
。
外
観
は
普
通
の
四
角
い
つ
く
り
の
建
築
な
の

で
す
が
、
中
に
入
る
と
突
如
現
れ
る
異
空
間
。
入
り
口
か
ら
入
っ
た
場
所
が
図

書
館
の
ち
ょ
う
ど
中
心
部
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
3
6
0
度
円
形
に
書
棚

が
並
ぶ
。
球
体
の
中
に
本

が
浮
い
て
い
る
よ
う
な
不
思

議
な
感
覚
に
な
る
。
ぐ
る

り
と
散
策
す
る
と
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
思
い
思
い
に

ゆ
っ
た
り
と
穏
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
い
る
。
こ
こ
は

み
ん
な
が
穏
や
か
な
顔
で
い

ら
れ
る「
こ
こ
ち
よ
い
場
所
」

な
ん
だ
と
感
じ
た
。
そ
ん
な

場
所
に
巡
り
会
え
る
こ
と

が
う
れ
し
い
。

360 度本に囲まれる空間。「里の恵み・文化の香り」
コーナーには『全国棚田ガイド』を見つけた！

川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

猛暑の中稲刈り体験イベント

美麻だより

［長野県大町市美麻の棚田から］

長野県大町市 大門  正明

棚田ビオトープの草取り

　棚田ビオトープの草取りに行き、なごみの家で会った保存会の方から「あそ

この稲は育っていない」との話を聞いた。私は「今からでも補植しようかな」

と返答したところ、「昔から田植えは半夏生までと言われている」とのこと。草

取りの日は7月5日。今年の半夏生は7月1日。七十二候の「半
はんげしょうず

夏生（ハンゲ＝サ

トイモ科のカラスビシャクが生じる季節の意。ドクダミ科のハンゲショウでは

ない）」は7月1日から６日まで。その期間には間に合っているけれど、心配になっ

た。棚田オーナー制度の会員として草取りにいらっしゃった棚田ネットワーク

代表の杉山さんに挨拶をし、急いで棚田ビオトープへ。雑草に隠れている小さ

な稲を見つけた。田植え長靴を忘れたので、裸足になって、草取りをする。ぬるっ

とした泥に五感が鍛えられる。いろいろあって異動となり、「近代的なオフィス」に勤める私にとってバランスを取

る良い機会、などと思っていると、助っ人の杉山さんが登場。

　その午後、娘の習い事である茶会に出席したら、ドクダミ科のハンゲショウが茶花として生けてあった。花のす

ぐ下の葉は、「半化粧」の名通り、京都の舞妓さんのように白光を放っていた。	 （相田明） 

　今年は、連日35度を超える異常な猛暑が続き、夏休み最後の8月31日（日）

も熱中症に気を付けながらの稲刈り体験となりました。ここ川代柿ノ木代棚田

も、雨が少なく大変だったようですが、地元の方の努力により順調に生育し稲

刈りを迎えました。ただ、イノシシに遊びまわられ、棚田ネットワークの田ん

ぼも半分近くが被害にあいました。子供を含め20人以上の参加者による刈取り

作業でしたが、倒れた稲を起こしながらで結構大変で、昼食後も作業が残りま

した。山裾の城西大学の田んぼは、ほぼ全滅で別の田んぼで稲刈り作業をした

そうです。これも異常気象の影響かも知れません。

　ウクライナ戦争の影響による小麦の高騰は食料品の値上がりにとどまらず、

お米不足にも影響し備蓄米の放出など異常な状況が続いています。棚田を含む

農業の大切さを多くの方に再認識して頂くよう願わずにはいられません。猛暑

の中の農作業体験で収穫した棚田米を食べて作業の苦労と棚田の魅力を感じて

頂けると嬉しいです。	 （杉山行男）

　ほぼ1人で好きにやってる大町市美麻のポツンと一軒家の棚田の近況で

す。15年目の今年は25枚の細かい田んぼであきたこまち(箱苗7枚)、餅(2

枚)、ササニシキ(3枚)、コシヒカリ(4枚)と4品種も作ってます。去年の米

不足のとばっちりでササニシキの種籾が買えず、去年採れた籾を池田で育

てた3枚以外は初めてのコシヒカリになった次第。

　8月末現在、早かったあきたこまちより1 ヶ月近く遅れてようやくコシヒカリの穂が熟し始めたところ。温暖化で

山奥の気候も狂ってしまい、猛暑ときたま豪雨のひどい夏、人間界もプーチン、ネタニヤフ、トランプなど見たくも

ない顔が跋扈して末世とはこのことか!? という昨今、山奥の棚田の米が今年も無事収穫できそうなのが不思議なぐ

らい。ただ、3人いる地主の1人に今年で田んぼやめてくれと言われていて、来年は真ん中の田んぼ3枚が作れなく

なる。作業が減るのでガタ来てる体には楽になるが、景色が悪くなってしまうのが残念です。
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棚田ネットワーク
認定NPO法人

会員に
なろう！

年会費

○個人会員

○法人会員〔賛助会員〕
１口3万円（１口以上）

私たちは、棚田を守るため、農山村の人々
と都市住民双方の協力のもとに様々なプ
ログラムを企画・運営しています。 これら
の社会貢献活動に賛同し、ご支援いただ
ける企業・団体・事業主様を募集していま
す。 詳細はお問い合わせ下さい。

棚田ネットワークは「棚田の保全に
協力したい！」という会員によって自
主的に運営されているNPOです。
消えゆく美しい“棚田”をどのように
保全していくことができるのでしょ
う？ 一緒に考えませんか？ ぜひ、私
たちと棚田の応援団になりましょう！

私たちは、会報誌「棚田に吹く風（年4回）
やホームページで豊富な棚田情報を発信
しています。会員になりこれらの活動に参
加してみませんか？

法人会員を募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 4,０００円
応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円

年会費

https://tanada-navi.com/

棚田NAVI
���地域掲載中！

ホームページのここを見て！ホームページのここを見て！

旧
暦棚田

ご
よ
み

令
和
八
年

始めてみよう〝旧暦生活〟
使いづらい、だけど美しい！

今年もできました！

※送料は別途かかります。

旧暦がわかる
『ミニブック』
付いてます！

※このカレンダーは、旧暦の元日（令和8年2月17日）から始まります。
　新暦表示は令和8年2月17日（火）から令和9年2月16日（月）までです。

四季折々の
棚田風景

新暦表示
もあり！ 月の

満ち欠け
イラスト
入り！

二十四節気
七十二候
雑節を表示

月の満ち欠けでひと月を知り、太陽の動きで季節
の移り変わりを感じていた「旧暦」での暮らし。
旧暦棚田ごよみは、四季折々の美しい棚田の風景とともに、暦で
「季節感」を味わうことのできる旧暦カレンダーです。

ご購入は

A4（縦210×横297mm）  ※開くとタテA3サイズ

￥1,300（税込）
5部セット 
￥6,000（税込）

5部セットがお得！
贈答用にどうぞ！

壁掛けタイプ

注文サイト
QRコード

TEL. 03-5386-4001もしくは棚田ネットワークHPから
● お電話受付時間　13:00 ～ 16:00　※土日祝をのぞく


